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現
在
、
恵
那
市
が
運
行
し
て
い
る
バ
ス

は
、
道
路
運
送
法　

条
に
よ
る
自
主
運
行

２１

バ
ス
が　

路
線
、
公
営
バ
ス
が
２
路
線
、

１５

病
院
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
バ
ス
が
３
路
線
、

ス
ク
ー
ル
・
保
育
園
専
用
バ
ス
が
６
路
線

と
計　

路
線
が
走
っ
て
お
り
、
有
料
で
あ

２６

る
自
主
運
行
バ
ス
と
、
無
料
で
あ
る
公
営

バ
ス
と
い
う
よ
う
に
各
地
区
に
お
い
て
路

線
、
運
賃
な
ど
に
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
実
情
に
合
わ
せ
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

明
知
鉄
道
を
含
む
バ
ス
な
ど
の
公
共
交

通
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
マ
イ
カ
ー
利
用

の
増
加
に
よ
る
バ
ス
利
用
者
な
ど
の
減

少
、
少
子
化
に
よ
る
通
学
児
童
の
減
少
、

地
形
的
に
駅
を
中
心
と
し
た
放
射
線
状
の

路
線
な
ど
に
よ
り
、
赤
字
体
質
が
解
消
さ

れ
て
お
ら
ず
、
公
共
交
通
を
求
め
る
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
な
い
た
め
に

利
用
も
促
進
さ
れ
な
い
と
い
う
悪
循
環
が

生
じ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
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で
は
合
併
後
の
バ
ス
等
交
通
計
画
を
作
成
す
る
た
め
、
バ
ス
等
交
通
計
画
策
定

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
行
い
、
課
題
を
整
理
し

て
「
バ
ス
等
交
通
計
画　

」
を
作
成
し
ま
し
た
。
計
画
案
は
３
つ
の
基
本
方
針
を
は

（案）

じ
め
、
利
用
者
や
地
域
性
を
考
慮
し
な
が
ら
具
体
的
な
方
針
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
こ
の
計
画
案
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
効
率
的
で
利
用
し
や

す
い
バ
ス
や
鉄
道
の
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

バ
ス
な
ど
の
現
状

▲市民・地域の交流の足として欠かせないバス・鉄道（東野小野川バス停付近）

ババ
スス
等等
交交
通通
計計
画画
（（案案））
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市
内
の
バ
ス
交
通
に
お
い
て
の
課
題
お

よ
び
方
向
を
、
４
つ
の
点
か
ら
検
討
し
ま

し
た
。

①
バ
ス
運
行
の
現
状
か
ら
見
た
課
題

　

バ
ス
路
線
の
運
行
状
況
か
ら
見
た
課
題

か
ら
、
次
の
３
つ
を
検
討
し
ま
し
た
。

○
バ
ス
輸
送
ニ
ー
ズ
が
高
い
山
間
部
過
疎

地
域
へ
の
対
応

○
利
用
促
進
を
図
り
、
市
全
体
で
収
支
率

の
目
標
を
定
め
、
改
善
策
を
講
じ
る

○
輸
送
手
段
の
適
正
規
模
な
ど
を
考
慮
す

る②
利
用
者
・
市
民
ニ
ー
ズ
か
ら
の
課
題

　

ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
利
用
者
の
聞
き
取

り
調
査
の
課
題
か
ら
、
次
の
４
つ
を
検
討

し
ま
し
た
。

○
バ
ス
お
よ
び
鉄
道
の
維
持
が
望
ま
れ
る

○
有
料
化
に
努
め
る

○
運
用
に
つ
い
て
意
見
の
集
約
で
き
る
よ

う
な
仕
組
づ
く
り

○
バ
ス
の
小
型
化
、
デ
マ
ン
ド
方
式
な
ど

新
た
な
移
動
手
段
の
導
入

③
地
区
別
に
見
た
課
題

　

各
地
区
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
課
題
か
ら
、

次
の
３
つ
を
検
討
し
ま
し
た
。

○
バ
ス
路
線
の
再
検
討

○
明
知
鉄
道
と
バ
ス
の
接
続
、
乗
り
継
ぎ

料
金
な
ど
の
検
討

○
バ
ス
形
態
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
新
た
な

移
動
手
段
の
検
討

 
④
旧
恵
那
市
バ
ス
交
通
計
画
の
進
行
状

況
の
検
討

　

合
併
前
の
平
成　

年
度
に
「
旧
恵
那
市

１３

バ
ス
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の

進
行
状
況
を
踏
ま
え
た
課
題
か
ら
、
次
の

３
つ
の
検
討
が
残
っ
て
い
ま
す
。

○
バ
ス
路
線
で
補
え
な
い
空
白
地
域
の
解

消○
一
般
路
線
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
兼
用
に

お
け
る
是
非
の
検
討

○
恵
那
病
院
へ
接
続
す
る
路
線
の
確
保

　

本
計
画
に
お
い
て
基
本
方
針
を
検
討
す

る
に
当
た
り
、
６
つ
の
基
本
的
な
考
え
方

を
定
め
て
い
ま
す
。

①
バ
ス
交
通
を
求
め
る
移
動
制
約
者
の
日

常
生
活
上
の
移
動
確
保
を
図
り
ま
す

②
バ
ス
交
通
の
施
策
は
教
育
、
福
祉
、
医

療
な
ど
の
観
点
か
ら
も
総
合
的
に
講
じ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

③
段
階
的
施
策
を
講
じ
て
い
く
計
画
と
し

ま
す

④
あ
る
べ
き
方
向
を
目
指
し
な
が
ら
、
当

面
の
実
施
方
針
ま
で
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
ま
す

⑤
本
市
の
バ
ス
交
通
に
つ
い
て
は
利
用
の

対
価
を
求
め
る
受
益
者
負
担
の
考
え
方
を

と
り
ま
す

⑥
公
共
交
通
の
一
つ
と
し
て
鉄
道
交
通
と

の
連
携
を
考
え
ま
す

　

用
語
の
解
説

デ
マ
ン
ド
方
式

　

利
用
者
が
電
話
な
ど
で
あ
ら
か
じ
め

バ
ス
の
予
約
を
行
う
こ
と
で
、
規
定
の

バ
ス
路
線
の
停
留
所
以
外
で
も
迎
え
に

行
き
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
式
を

言
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
有
償
バ
ス

　

過
疎
地
に
お
け
る
住
民
の
生
活
交
通

や
要
介
護
者
・
身
体
障
害
者
な
ど
の
移
動

制
約
者
の
移
動
手
段
を
対
象
と
し
て
、

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
よ
る
こ
と
が

困
難
で
、
地
方
公
共
団
体
、
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
事
業
者
、
地
域
住
民
な
ど
地
域
の

関
係
者
が
必
要
と
合
意
し
た
場
合
に
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
市
町
村
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
有
償
で
行
う
運
送
サ
ー
ビ
ス

を
言
い
ま
す
。

自
主
運
行
バ
ス

　

民
間
バ
ス
事
業
者
の
営
業
が
困
難
と

な
り
廃
止
さ
れ
る
路
線
に
市
が
費
用
を

負
担
し
、
バ
ス
事
業
者
に
委
託
し
て
運

行
す
る
バ
ス
を
言
い
ま
す
。

委
託
バ
ス
方
式

　

市
が
バ
ス
を
所
有
せ
ず
、
バ
ス
事
業

者
に
バ
ス
車
両
と
運
転
を
委
託
し
て
バ

ス
を
運
行
す
る
方
式
を
言
い
ま
す
。

課
題
と
方
向

基
本
的
な
考
え
方
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【運行施策】 【具体的な方針】

利用状況による路線ルー
ト、時刻表の再編を行いま
す

公平な利用を促す運賃有料
化を図ります

生活圏移動の円滑化のため
のまちなかバスを設定しま
す

バリアフリー化を推進しま
す

明知鉄道駅、営業バス路線
との乗り継ぎシステムをつ
くります

運賃割引制度の導入を検討
します

委託バス方式を導入します

分かりやすく利用しやすい
料金体系とします

スクールバスとの兼用を図
ります

地域産業の育成を進めます

①串原線については、路線と便数の必要を検討し、一部路線にデマン
ド方式の取り入れを検討するためのモデル実験を行います。
②上矢作線、小野川線についてはバス便数の調整を行い、再編を図り
ます。
③恵那病院線については利用促進のための再編を行い、また市街地東
部の路線を検討し、市民ニーズに対応した恵那コミュニティバスとし
て利用促進を図ります。

④山岡カラフル号、ひまわり号、岩村福祉センターバスについては誰
もが利用できる路線に再編し有料化していきます。上矢作病院バスに
ついては県外からの利用もあり、諸事情に配慮しながら有料化を検討
します。

⑤誰もが利用できるまちなかバスを、岩村、明智、山岡地区そして恵那
市街地（恵那コミュニティバス）に設定し、停留所の設定や時刻表の
見直しを行い利用者の利便を図ります。

⑥明知鉄道各駅やバス車両においてバリアフリー化を検討し、ソフト
面のサービス向上にも努めていきます。

⑦将来的には自主運行バスの比重を小さくし、改正道路運送法に基づ
くボランティア有償バスなどを取り入れ、地域が地域の手で移動制約
者をなくしていく地域社会をつくり、高齢社会における地域福祉を実
現していきます。

⑧乗り継ぎ拠点駅を設定し、円滑な乗り継ぎが可能なように時刻表、
運賃などに配慮し鉄道とバスの一体化を図ります。
⑨山岡線については明知鉄道山岡駅での乗り継ぎと営業路線の乗り継
ぎ、さらに便数を限定した高校生通学のための瑞浪駅直行路線を運行
します。
⑩恵那駅直行路線を持つ上矢作線は現況では明知鉄道の乗り継ぎが不
十分なため、高校生の通学路線の確保のために、便数を限定して鉄道
の改善が実施されるまで暫定運行します。

⑪利用促進のための乗り継ぎ割引制度の検討を行います。また小学生
のバス利用を促すための割引制度の導入などを検討します。

⑫自主運行バスおよびスクール専用バスは委託方式とします。
現在の市所有バス８台は更新時まで活用し、その後随時委託方式に変
更していきます。

⑬統一運賃を原則としながら、一度に統一ができない場合は段階的な
導入も検討します。

⑭スクール専用バスも走っていますが、効率的なスクールバスの活用
として一般客も利用できる兼用スクールバスを検討します。

⑮多様化する移動手段の運営に対応できる事業者を育て地域産業とし
ていきます。

ＮＰＯなどボランティア有
償バス導入の検討を方向づ
けます
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より便利に心地よく、よ
り多くの人が利用するバ
ス交通網をつくります

人
と
地
域
、
そ
し
て
人
の
心
を
つ
な
ぐ
交
流
基
盤
づ
く
り

施策の体系図

鉄道と結ぶバス網をつく
り、乗り継ぎシステムを
つくります

最小費用で最大満足が生
じるように、バス交通に
工夫を加えていきます

市民の移動手段として通学、
通勤そして通院や買物など目
的にあったバス交通とします

より便利で高いサービスのた
めに、将来における多様な移
動手段の導入を検討します

【基本目標】 【基本方針】 【運行方針】

明知鉄道などとの乗り継ぎ
の円滑化を図ります

利用に応じたコンパクトな路
線と適正規模の車両運行、適
正な料金による運行を図りま
す
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